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IUGONETプロジェクトについて

Outline of the IUGONET project
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大学間連携プロジェクト「超高層大気長期変動の全球地上ネットワーク観測・研究」
（IUGONET）では、国立極地研究所、東北大学、名古屋大学、京都大学、および九州大学の5
機関が連携し、全地球に展開しているレーダー、磁力計、光学観測装置、太陽望遠鏡等を用いた
超高層大気の地上観測ネットワークにおいて、これまで長年にわたって蓄積された多種多様な観
測データに関するメタデータのデータベースシステムを構築する。これまでは、このような観測
データは、観測を行った機関ごとにデータベース化され、関係する特定の分野でのみの利用に留
まっていたが、メタデータ・データベースを利用することで、それぞれのデータを横断的に検索
・取得することが容易になり、これら観測データの有効利用がはかられる。これにより、多様な
観測データを利用した総合解析を促進し、様々な現象が複雑に絡み合う超高層大気の長期変動の
メカニズム解明を目指す。発表では、本プロジェクトの概要について説明する。
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